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Computer Vision

Eyes Brain
Human

Camera Computer
= Deep Learning

人が眼で見て脳で理解する機能を、カメラとコンピュータで実現する



2024年ノーベル物理学賞

ニューラルネットワークの基礎理論



2024年ノーベル化学賞

AIでたんぱく質の構造予測



ChatGPT & GPT4



生成AI



生成AIとは

AI
文章を生成

指示

AI
画像を生成

指示

何かを生成するAI。認識するだけなら普通のAI



問い合わせ対応メール作成



翻訳



画像生成AI



動画生成AI







人工知能、AIとはなにか？

人工知能とは、「計算機（コンピュータ）によ
る知的な情報処理システムの設計や実現に関す
る研究分野」を指す。

（Wikipediaより）



認識＝AI

あ
「あ」という文字

あ

い
え
う

お
か

め

さ

知識
どれだろう？

機械に知識を学習させる



学習

大量の学習データ
＝データ＋教師信号

学習

大量の学習データを用意してAIに教える



学習データ

・
・
・

＝イヌ

＝ネコ

＝ヒト

学習データは人が認識した結果
＝これが模倣できれば知的な処理

データ 教師信号

学習



認識、予測

・
・
・

＝イヌ

＝ネコ

＝ヒト

データ 教師信号

学習

＝？
これはなんですか？

認識、予測

動物を見分ける
知識を得た



AIとは？（まとめ）

 機械に人間が行うような知的な処理をさせる。

 学習し、知識を得て、認識（推論）する。

それを実現する方法

機械学習
様々な学習法を含む。

深層学習
ニューラルネットワークのいち手法。最近の
AIのメイン



Transformer
(2017)

AlexNet(2012)

誤差逆伝播法
(1986)

エキスパート
システム(1972)

パーセプトロン
(1958)

AIという言葉
が登場(1956)

AIの歴史

1960 1970     1980     1990    2000     2010 2020

第1次ブーム 第2次ブーム 第3次ブーム

生成AIブーム

単純パーセプトロン
（脳神経細胞1個）

多層パーセプトロン
（3層程度のNN）

深層学習
（数100層程度のNN

100万~数億パラメータ）

大規模言語モデル
（10億~1兆パラメータ）



脳神経細胞



脳神経細胞



脳神経細胞



脳神経細胞

発火

ある一定量の刺激を受けると
発火する



脳神経細胞

発火

次の脳神経細胞に刺激を伝える



単純パーセプトロン

x1

Σ

x2

x3

xd

・
・
・

w1

w2

w3

wd

y
1 or 0

しきい値論理関数



多層パーセプトロン

x1

x2

x3

xn

・
・
・

wij wjk

パーセプトロンを多層に積み重ねたもの

y1

y2



多層パーセプトロン

x1

x2

x3

xn

・
・
・

wij wjk

パーセプトロンを多層に積み重ねたもの

y1

y2



多層パーセプトロン

x1

x2

x3

xn

・
・
・

wij wjk

パーセプトロンを多層に積み重ねたもの

y1

y2



もっと多層に

・
・
・



Deep Learning=深層学習

なにがディープなのか？

深いニューラルネットワーク



VGG Net

conv
conv
conv
conv
pooling



Transformer



LLMのしくみ



大規模言語モデル
（LLM：Large Language Model）

巨大な深層学習モデル、巨大な学習データで
学習された自然言語処理モデル

LLM 会社 説明 価格

ChatGPT
(GPT-4o)

OpenAI 圧倒的性能。音声、画像も認識する。
無料/
月＄20

Gemini1.5
(Ultra, Pro, Flash)

Google
GPT-4よりやや劣るか？音声、画像も
認識する。

無料/
月＄20

Claude 3.5
(Opus、Sonnet、Haiku)

Anthropic
非常に自然な文章を出力。画像認識も
優秀。

無料/
月＄20

Llama3.2 Meta
GPT-4レベルでオープンソース。ロー
カルで実行可。日本語に弱い。

無料

Copilot Microsoft 中身はGPT4だが使い勝手はいまいち。
ライセン
スにより
変わる



言語処理

I am happy to see ？

何が来るのだろう？



言語処理

I am happy to see you



言語モデルのイメージ

GPT4による説明

トークン

言語モデルの推論

太郎はレストランで

寝た

遊んだ

食事をした

怒った

走った

5%

5%

0%

10%

90%

～前の文章・・・

次に来るのに一番確率の高い単語（トークン）を予測

トークン



最近のトレンド
マルチモーダルAI



これまでのAIの研究分野

画像認識、コンピュータビジョン

音声認識

音声合成

自然言語処理I am AI. 



マルチモーダルAI

前々から研究はされていたが・・・

自然言語処理

コンピュータビジョン 音声認識

音声合成

言葉の理解の発展で
他の分野も急速に発展

マルチモーダルが今のトレンド

AI
I am AI. 



この1年での変化

言語モデルが賢くなったので、世界中の
広い知識を身に着けた。

言語情報と視覚・聴覚情報を関連付けるこ
とで、その知識をもって世の中を観て、聞
いて理解し
始めた→マルチモーダル

【重要】コンテキスト情報（文脈）を言語＋
画像、音声から理解し、画像、音声を高性能
で認識できるようになった。



生成AIがもたらす世界



生成AIは着実に浸透しています

ChatGPT、Office 365 Copilot（まだ微妙）など
により、PCを使っためんどうな作業が自動化さ
れはじめています。

社内ChatGPT、RAGは大手での採用が増えてい
ます。

作業削減についてのレポートがたくさん出てき
ています。



ChatGPTでどれくらい業務改善できる？

検証内容
BCGのコンサルタント758名を対象とした

コンサルタント758名を以下3つの集団に分けた

GPT-4なし

GPT-4あり

GPT-4とプロンプトエンジニアリングトレーニング
あり

https://papers.ssrn.com/sol3/papers.cfm?abstract_id=4573321



① GPT-4ありの集団は以下のように優れていた

・タスクの完了数が平均で12.2%多い

・タスクの完了速度が平均で25.1%早い

・タスクの品質が平均で40%高い

② もともと成績のよくない人が目覚ましく向上した

平均パフォーマンスが閾値以下の参加者の43%が、自身のスコアを
向上させることができた

（平均パフォーマンス閾値以上の参加者は17%）

■注意すべき事実

「GPT-4の能力を超えている」と思われるタスクに取り組むにあ
たって、「GPT-4あり」の参加者は「GPT-4なし」の参加者に比べ
て、正しい解決策を提供する割合が19%"低くなる"との結果があり
ました。

→高度なタスクに対してGPT-4に頼るだけだと、普段よりも品質が
落ちる恐れがあるとも解釈できる

https://twitter.com/ai_database/status/1704002496799384033



https://www.itmedia.co.jp/news/articles/
2410/30/news139.html



https://diamond.jp/articles/-/327808



どれくらいの効果？

横須賀市役所職員数3,300人

20,000÷3,300=6時間

しかし

240日×8時間=1,920時間働いたとして、

20,000÷ 1,920=10.4人分の人件費削減

=1億円近い削減



生成AIの現状での問題点



https://0115765.com/archives/26133



バイアスの問題

原因

アフリカ系人種のデータが少なかった



Amazonの人材採用AIが女性を差別

過去10年の履歴書を学習し人材採用システム
を構築

男性ばかりが採用され、女性差別ととられる

原因

過去10年の履歴書に男性が多く、学習結果は
「男性を採用すれば良い」と判定してしまった。



Hallucination（幻覚）問題

ChatGPTは堂々とウソをつく

半分正解で半分間違い

生成AIは「検索」ではありません。学習した知識
から最適な回答を「生成」しています。

適切に聞かないと思ったような答えが出ません。

たまに間違えます（年代とか）。

Web検索機能、プラグインなどである程度回避可能。

Chain of Thoughtなど技術開発も活発



学習データをそのまま出力する可能性

Stable Diffusionでは学習データをそのまま出力した例が報告されている

https://arstechnica.com/information-technology/2023/02/researchers-extract-training-images-from-stable-
diffusion-but-its-difficult/



意図せぬ盗作、流出

生成AIは学習データをそのまま出力する
可能性があります。

AIが生成したものと思っていたものが、実は他人
の著作物等の場合、著作権侵害、肖像権の侵害等
になる可能性はあります。
公に出すものは盗用になってないか必ずチェック

自分とAIのやり取りが学習データに用いられ、
他の誰かの回答に出力されるかもしれません。
クローズド環境が提供されるまで重要なデータは
絶対に入力しない。



悪用の問題

ファイクニュース、フェイク画像
（例）ディープフェイク等でウソ映像を作成し
て拡散

詐欺への悪用
（例）本人そっくりの声でオレオレ詐欺

個人情報の悪用
（例）不適切に収集された個人データから、
個人を特定したり、行動を予測したりする可能

コンピュータウィルスの作成

毒物（化学兵器）などの合成法の探索



とはいえ・・・

1年私が使ってみて、特に問題はありませんでし
た。

もちろん、幻覚や著作権には気をつけています。

個人情報の流出は常識の範囲

恐れず使いましょう！



まとめ



大騒ぎして2年経ってみたものの・・・

世の中変わると思いながら、ほとんど変わらなかった。

みんな使うと思ったがほとんど使わない。

理由

ChatGPTが思ったより使えない（ChatGPTが悪い）

使う人のリテラシーに問題がある（使う人が悪い）

https://qiita.com/jw-
automation/items/cf8ffc7a0edab512d917



ChatGPTを使いこなすには

ChatGPTを使いこなすには

的確に指示を出すことが必要
タスクの分解

論理的思考

国語力？

指示が出せない・・・。
どう指示を出していいかわからない。

それを理解してくれるほどChatGPTはまだ賢く
ない。



おわりに

この1年のAIの進化スピードは恐ろしいです。
研究者でもついていくのに必死です。

今後どうなるか研究者でもわかりません。

ただし、

つい1年前できなかったことが次々できるように
なっています。

毎日ワクワクしています。

ぜひ、最新情報をチェックしてみてください。

とりあえず、ChatGPTと会話してみてください
（＄20）


